
小
石
を
拾

つ
て
カ

ン
カ
ン
と

い
ふ
次
第
■

い
や
は
や
お
道
具
の
立
派
な
こ

と
、
勿
驚
伸
せ
ば
六
尺
に
る
な
ら
う
ど

い
ふ
大
な
る

イ
ー
ゼ
ル
、
そ
れ
に

握
り
太

の
傘
立
、
飛
行
船
と

い
は
る
ゝ
大
洋
傘
、
四

ッ
切
の
部
厚
の
畫
板

重
さ
う
な
三
脚
、
其
上
に
寫
生
箱

だ
、
さ
う
し
て
畫

い
て
ゐ
る

の
は
ワ
ッ

ト
マ
ン
九

ッ
切
■
大
さ
う
力
が
あ
る
と
見
え
る
ね
■
名
物
辨
慶

の
力
餅
を

食

つ
た
お

か
げ
だ
ら
う
■
茶
話
會
で
振

つ
た
の
は

ハ
イ
カ
ラ
寒
ん
に
山
男

だ
■
片

や
長

い
髪
を
眞
中
か
ら
分
け
て
ペ
ラ
ペ
ラ

と
饒
舌
る
、
片

や
イ
ガ

グ
リ
頭
に
眞
黒
な
顔
、

手
織
縞

の
裄
も
丈
も
短
か

い
奴
で
頗
る
樸
柄
だ
■

×
×

君

の
三
脚
を
見
た
か

い
■
初
め
は
三
本

の
ミ
ガ
キ
竹
、

後
に
は
細

い

木
の
枝
さ
、
何
も
不
思
議
は
な

い
■
×
×
君
が
講
習

へ
出

て
來
た

の
は
非

常
な
苦
心
で
、
家
人

の
目
を
盗
ん
で
荷
造
し
t

の
で
､
三
脚
も
革
だ
け
持

つ
て
來
た
､
絡
具
も
途
中
で
借
リ
て
來
た
、
袴
が
な

い
の
で
膳
所
で
借
り

た
ら
損
料

一
日
十
五
銭
宛
と
ら
れ
た
さ
う
な
■

×
×
君
が
互
別
會
で
や
つ

た
近
江
八
景
は
當
意

即
妙
感
服
仕

つ
た
ね
■
『
君
は
大
阪

へ
お
歸
り

で

す

　
か
』

『
ハ
イ
』
『
別
に
御
病
氣

に
も
な
ら
な
か
つ
た

の
で

す

か
』
『
ハ
イ
』

『
ソ
レ
な
ら
病
ま
ず

の
歸
阪
(矢
走
の
歸
帆
)で
す

ね

』
ま

ア

ヒ

ん

な

調

子
で
、
最
後

の
石
山

の
終
結
(
秋
月
)
は
よ
か
つ
た
■
そ

こ
で
此
さ
ゞ
な
み

集
も
終
結
と
し
や
う
(
以
上
丹
青
子
外
七
氏
)

 
 
 
日
本
水
彩
畫
會
新
會
友

和
歌
山
縣
師
範
學
校
寄
宿
舎
 
 
 
 
 
 
 

鍋
島
信
太
郎

京
都
府
龜
岡
町
字
河
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町
 
 
 
 
 
 
 
 
 南
江
 
誠

一

名
古
屋
市
西
區
玉
屋
町

一
ノ
三
 

 

 

 

加
藤
　
信

一

群
馬
縣
利
根
郡
古
馬
牧
村
後
閑
 
 
 
 
 

櫛
淵
雄
須
賀

 
 
 
 
寄
 
 
書
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
汽
車
の
廿
餘
時
間
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

森

 
 
非
 
 
折

去
る
五
月
中
旬
、

郷
里

(
青
森
)
べ
歸

る
可
く
上
野
驛
を
夜
の
八
時
半

に

出る
。
奥
羽

線

の
列
車

へ
と
乗

つ
た
、
(
御
定
ま
り
の
三
等
で
・
・
・
・
)
其
れ

も
え
ゝ
が
、
満
員
で
棒
立
が
澤
山
あ
る
自
分
も
勞
れ
を

こ
ら
え
て
の
棒
立
、

然
も
當
時
病
氣
中
で
あ

つ
た
、
漸
て
宇
都
宮
で
、
腰
掛
占
領
し
る
事
が
出

來
た
、
全
く
地
獄
で
佛

に
出
會
し
た
よ
り
嬉
し
か
つ
た

(
地
獄
で
佛
に
會

つ
た
事
は
な

い
が
・
・
・
・
)
先
ヅ
ガ
ラ
ス
窓
を
開
け
て
、
馬
鹿
に
ダ

ル
ヱ
頭

を
風

へ
當
て
ゝ
居
た
ら
・
・
・
・
突
然
・
・
・
・
自
分
め
背
後
か
ら
・
・
・
・
キ
タ
ナ
ヱ

枯
れ
た
セ
ー
ピ
ヤ
の
よ
ー
な
聲
あ
り

｢
ア
ン

サ
ン
孫
ア
風
ひ
ぐ
か
ら
其
處

(
窓
)
〆
て
タ
ン

へ
(
下
サ

ヱ
)
｣
と
、
聲
し
る
方
を
見
た
ら
、
六
十
路
餘
り

の
婆
さ
ん
が
目
付
ゑ
た

(聲
の
主
ぼ
此
の
婆
さ
ん
で
あ
つ
た
)
そ
し
て
其

の
婆
さ
ん

の
御
腹

の
あ
た

り

へ
頭
を
押
付
け
て
、

ス
ヤ
ス
ヤ
と
夢
路
た
ど

つ
て
る
姿
や
さ
し
ゑ
六
七
才

の
少
女
が
、
婆

さ
ん
の
孫
ら
し
ゑ

(
言
葉
で

は
秋

田
在
の
人
ら
し

い
)
拙
者
は
御
意
か
し
こ
ま
つ
た
と
窓
を
〆
た
、
美

し

い
少
女

の
寝
顔
は
ど
こ
ま
で
も
無
邪
氣

に
見

へ
た
、
年
老

へ
た
る
孫
婆

に
い
だ
か
れ
て
、
無
邪
氣
な
年
頃

の
美

い
少
女
が
夢
を
む
さ
ぼ

つ
て
居
る

｢無
心
｣
な
る
樣
を
見
て
、
拙
者
ほ
・
・
・
・｢あ
ー
畫
的
だ
な
ー
｣
と
思
ふ
た

の
で
あ
る
三
等

(
其
れ
も
滿
員

と
來

て
る
）

の
情
な
さ
に
、
横

に
長
く
な

つ
て
寝
る
と
云
ふ
氣
樂
は
出
來
な
か
つ
た

の
だ
。
仕
方
な
し
に
チ
ヤ
ー
ン

と
腰
掛

の
上
に

｢
ヒ
ザ
｣
折

ツ
て
、
身
體

を
伸
ば
し
た
様
は
、

座
禪

よ
う



 

し
く

と
云
ふ
所

だ
、

然
し
座
禪

に
縁

の
な

い
拙

者

に
は
退
屈
此

の
上
も
な

 

か

つ
た
、
こ

ん

な
事

し
て
る
中

に
、

自

分

の
頭
は

｢
ス
ゲ

ッ
チ

｣
な

る

一

 

言
を
大
き

く
力

あ
る
聲

で
呼

は

ッ
た
、

拙
者

は

｢
オ
ー
そ
れ
そ
れ

此
れ

を

 
忘

れ

て
る
法
に
な

い
問
抜

け

め

ッ
｣
と
自
責

し

て

｢
イ
ザ
此
れ
よ
り

｢
ス

 

ケ

ッ

チ
｣
｣
と
云

ふ

の
で
、

一
生
懸

命
・
・
・
・漸

く
あ

つ
て

納

ッ
た
も

の
は
、

 
曰

ク

｢
商
人

風
｣
曰
ク
「

奇
妙

な
寝

顔

の
爺

さ
ん
｣
曰
ク

｢
例

の
秋

田
の

 
婆

さ
ん

の
ヱ
ル

ロ
オ
ー
カ
顔

｣
曰
ク

｢
婆

さ
ん

の
孫

の
花

の
よ

ー
な
寝

顔

｣

 
曰
く

｢
少
年

｣
曰
ク

｢
ハ
イ

カ
ラ
紳

士
｣
曰
ク

何

日
何

と
云

ふ
譯

で
、

可

 
な

り
の

豊
富

を

ス
ケ
ッ
チ
帖

は
得

た

の
だ
、

其

れ
が
皆

ラ

ン
プ

の
黄

色
光

 

り
を

あ
び
て
ゐ
る

の
で
あ

ッ
て
、

明

る
さ

は
極
端

に
明

る
く
、暗

き
は
極
端

 
に
暗

く
明
暗

の
調
子
が
烈

し
く

見
ゑ

て
氣

持

が
ゑ
ゝ
、

中

に
も

｢
奇
妙

な

 
寝
顔

の
爺

さ
ん
｣
は
、

昨
秋
文
部
省

展
覽

會
出

品
、

高

村
先

生

の

｢
停

車

 
場

の
夜
｣

の

｢
ヱ
ル

ロ
オ

ー
カ
た
ツ

み
り

の
色
を
思

へ
出
さ

ぜ
た
、

拙
者

　
は

ぜ
め
て
半

人
前

に
で
も
な
れ
ゝ

ば
、

こ
ん
な
所

を
物

に
し
た

い
と
思

ふ

 
た

(
な
ぞ

と
云
ふ

て
中

々
大
き
く
振

ッ
た
ネ
)

こ
ん
な
風
な
退
屈
な
、

ム

 
サ
苦

し

い
夜
漁
車

の

一
夜

も
、

何
等
苦
痛

も
な
く
、

面
白
く
有
益

に
過

ご

　
さ
せ
た

｢
ス
ケ

ッ
チ
｣
な

る
者

の
効
力

も
、

實

際
多

と
せ
ざ

る
ま

得

ん

の

 
だ
。　

夜

短
か
な
其
頃

は
、

こ
ん
な
事
を
し

て
る
中

に
東

が
白
ん
で
來

て
、

何
ん

 
だ
か
寒

く
も
成

ッ
て
來

た
。
｢
モ
ー
ブ

｣
に

｢
コ
バ
ル
ト
｣
を
混

じ
た
よ

ー

 
な
山

の
上
方
に
「

ク

ロ
ー

ム
オ

レ
ン
ヂ

｣

の

一
線

が
横

た
わ

ツ
た
、

ダ

ン

 
赤
味

赤
味

を
加

へ
、

ス
バ
ラ
ク

有
ッ

て
ま

げ
ゆ
き
光

の
大
親
玉

の
丸

い
ー

 
坊

さ
ん

が

ヌ
ツ
ト
出
た

(
フ
ル
フ
ル

と
廻

ツ
て
る
よ

ー
に
見

い
て
)
夜

は

 
全
く
明
け
て
濟

ッ
た
、
美
觀
此

の
上
も
な
し
、
向
ふ
側
の
窓
が
、
幸
ひ
見

 
取
枠

の
代
用
に
な
ッ
て
、
誠
に
良
く
見
ゑ
る
―
然

し
地
平
線

の
上
下
し
る

 
事
非
常
な
も
の
―

(地
平
線
が
始
終
う
ご
く
も
ん
で
な

い
が
、
見

る
方
の

 
拙
者

の
乗

ッ
た
汽
車
が
｢
ガ
タ
馬
車
｣
よ
ろ
し
く
と
云
ふ
奴
だ
も
の
・
・
・
・
)

 
今
度
は
自
分

の
窓

(
我
物
顔
だ
ネ
ー
)
か
ら
外
を
見
た
、
此
れ
は
諾
的
､

　
山
間
の
渓
流
で
サ
ラ
サ
ラ

と
流

て
、
小
岩
に
當
り
、
黙

々
た
る
｢白
ア
ワ
｣

 
を
吹
き
立
て
、
目

の
さ
め
そ
ー
な
景
だ
、
好
活
畫

圖
、
景
色
は

一
變
し
て

廣

々
た
る
野
原
と
な

つ
た
、
遠
景

に
は
曉

光

に
輝

い
た
る
淡
し
き

｢
バ
ー

 
ミ
リ
オ
ン
｣
の
残
雪
を
頂

い
て
､牛
腹
よ
り
上
部

バ
カ
リ
パ
ツ
ト
明
る
く
、

 
下
部
は
暗
紫
色
を
呈

し

｢
コ
バ
ル
ト
｣
の
淡
き
霞
を
持

ッ
て
、
や
わ
ら
か

 
に
包
ま
れ
た
遠
山
が
あ

つ
て
、
中
景

に
は
、
銀
色

の
川
を
な
ゝ

め
に
青
々

 
た
る
畑
が
位
置
良
く
な
ら
ん
で
、

近
景
を
助
け
て
居
る
。
誠
に
廣
大
な
景

 
色
。

其

の
他

｢杉

の
森
｣

の
青

々
た
る
、
「白

い
よ
ー
な
岩
山
｣

の
壯
大
た

 
る
、
｢底
清

き
暗
緑
色
の
川
｣
の
幽
靜

た
る
、
皆
此
れ
自
分
の
頭
は
深
か
く

 
印
象
を
與

へ
た
、
此
等

に
見
取
ら
れ
た
拙
者
は
、
た
し
か
に
無
我

の
境
に

立
入
ッ
て
有

ッ
た
の
だ
ろ
―
、
汽

車
は
有
難

い
も
の
で
―
、

座

り
な
が
ら

 
に
し
て
此
等

の
好
風
景

に
接

し
る
事
が
出
來
得
る
で
は
な

い
か
・
・
・
・
況
ん

 
や
人
も
通
は
れ
ん
よ
ー
な
谷
間
等

の
佳
景
を
見
る
事

の
得
ら
る
ゝ

に
於

て

を
や
だ
・
・
・
・(全
く
赤
キ
ツ
プ
で
は
申
譯

な

い
よ
ー
だ
ぜ
)
拙
者
に
切
實

 
に
書
道
(
洋
書
）
に
イ
サ
ヽ
カ

で
も
心
あ
る
の
を
喜
ん
だ
、
昨
夜

の
退
屈
も

「
ス

ケ

ッ
チ
｣で
忘
れ
・
・
・
・
、今
は
又
こ
ー
ゆ
ー
有
難
味

(
洋
書
研
究
に
付

 
い
て
)
を
覺

へ
て
少
し
も
退
屈
を
覺

へ
な

い
の
は
全
く

｢
ヘ
ボ
｣
で
も
研

究

心
を
持

つ
て
居
る
御
蔭

に
依

ッ
て
だ
と
思

ふ
た
の
で
あ
る
。
當
時
拙
者



 
 
 
 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
に

､
不
幸

が
非

常

に
重

ッ
て
あ

つ
た
の
だ

(
拙
者
は
病

の
爲

め
歸

國

し
る

 
所
で
・
・
・
・郷

里
で

に
大

火

が
あ

つ
て
、
然

も
拙
者

の
家

は
風

下
七
軒
目
で

 
丸
焼

け
、

大

切
な
参

考
物
等

も
皆

火
に
喰
わ
れ
た

の
だ
)
其

の
不
幸
も
忘

 
れ

て
る
事

が
出
來

て
あ

つ
た

の
だ
ー

他

の
乗
客

を
見
た
ら
、

例

の
秋

田
婆

 
さ

ん
は
餘

程
苦

す

へ
と
見

へ
て
、

向

ふ

｢
ハ
ツ

マ
キ

｣
・
・
・
・若

へ

｢
デ
モ

 
紳

士
｣

風

の
人
は
、

顔
色

を
青

く
し
て
、
｢
ス
タ

ヱ
｣
を
押
へ
押
へ

し

て
る

 
・
・
・
・
、其

の
脇

き

の
若
い
美
人

(
奥

さ
ん
風
)

は
ネ

ム
ソ
ー
な
目
を
し
て

　
｢
コ
バ
ル
ト

｣

の
呼
吸
を

し

て
る
、

拙

者

の
向

ふ

の
學

生
帽

の
青
年
は

何

 
や
ら

の
雜

誌
を
見

な
が
ら

(
讀
ん
で

る

の
が
單

に
本

に
目
を
向
け

て
る

の

 
か
)
ネ

ム
タ

ソ
ー
な

｢
ア
ク
ビ

｣
幾

回

も
幾
回
も
し

て
あ

つ
た
、

拙
者

は

こ

 
ん
な
人

の
様

を
見

て
こ
ー

思

ふ
た

の
だ
。

｢
今

此
等

の
人

に
、

イ
サ
ヽ

カ
で
も
洋
畫

趣

味
を
平
常

持

つ
て
居
た
な
ら

 
ば
、

か
ゝ

る
場
合
見
苦
す

い

｢
ア
ク
ビ

｣
等
を

せ
な

く

と
も

面
白

く
樂
し

 
く
乗

つ
て
居
ら

る
ゝ

も
の
を
｣
・
・
・
・
と
・
・
・
・
、

拙

者

の
身

の
上

を
も
忘
れ

 

て
、

此
等

の
人

々
が
氣

の
毒

に
見
え
た

の
で

あ
る
。
 

 

 

 

 

 
拙

者
は
其
れ

か
ら

｢
ス
ケ

ツ
チ
｣
も

や
り
、

車
外

の
景

色

も
樂

し
く

見
た

 
・
・
・
・
、や
が

て
小
暗

ら
き
時

に
驛

夫

の
聲
で

下
車
し

た
、

出
向

い
に
は
親

 

父

と
弟
が
來

て
あ

つ
た
。

(
完

)

 
 

飾

り
氣

の
な

い
面
白

い
丈
章
で

あ
る
か
ら
、

東

北
地
方

の
言
葉
遣

ひ
は

 
 

わ
ざ

と
其
儘

に
し

て
置

き
ま
し
た
(
編
者

)

 
 

『
み
づ
ゑ
｣
に
希
望
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
石
川
縣
小
松
町
 
湯
 
 
 淺
 
 
 
生

『
み
ず
ゑ
』
の
發
展
と
内
容
の
向
上
さ
れ
た

る
を
喜
祝

す
。
 
 
 
 
 

繪
畫

既

に
美
術
な
り
―
―

水
彩
畫

は
繪
畫

な
り
―
―

『
み
づ

ゑ
』
は
水
彩

畫
同
好
者
の
絶
大
指
南
車
な
り
―
―

此
見
地
よ
り
し
て
プ
ラ
イ

ス
は
多
少

ヱ
ル
ヒ
ヨ
ー
ヘ
ン

さ
れ
て
も
僕
は
原
色
版
、

色
彩
石
版

の
よ
り
多
か
ら
ん

こ
と
を
希
望
す
。
 
 
 
 
 

 

僕
由
來
風
景
畫

を
殊
に
愛
好
し
、

近
く
は
六
拾
六
號
大
下
先
生

の
｢
し
け
｣

藤
嶋
先
生
の

｢
代
官
阪
｣
前
號
の

｢夏

の
山
村
｣
前
々
號

の
石
井
先
生

の

｢鴨
川
｣等
最
垂
涎

し
て
喜
悦
喜
悦
。
 

 
 

 
 
 
 
 
 

僕
矢
張
六
拾
六
號
に

『
み
づ

ゑ
』

の
親
友
君
の
御
説

の
如
く
、

大
下
先
生

の
紅
葉
せ
し
雜
木
林
、
極
め
て
遠
き
遠
山
の
繪
具

の
遣
ひ
分
け
等
、
或
は

旅
行
中
得
ら
れ
給
ひ
し

ス
ケ
ッ
チ
原
色
版
を
掲
出
あ
り
て
、
其
描
き
方

の

色
彩
の
順
序
、

乃
至

一
種
氣
骨
あ
る
寫
生
に
は
油
繪
筆
の
剛
き
筆
毛
が
適

當
、

及
び
其
方
法
な
ど
御
掲
載
多
か
ら
ん
を
賛
成
、
否
な
御
願
ひ
し
て
止

ま
ず
。
 
 
 
 

･ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

或
時
は
山
嶽
號
、
或
時
に
海
岸
號
等

の
名
稱

の
下
に
、
先
生
の
美
敷
風
光

の
原
色
版
多
き
年
二
回
位
ひ
臨
時
増
刊

の
御
發
行
は
如
何
尾
瀬
沼
號
の
如

く
に
。

一

界

の
村
か
ら
　
　

 

松

本

白

也

私
は
及
ば
ず
な
が
ら
も
水
彩
畫
嗜
好
者
で
も
あ
り
、
研
究
し
て
み
た
い
決

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


